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【課題概要】 
標的となるリード化合物等に対し、C-H結合 
活性化反応を用いることなどによって、従来 
修飾困難な位置に、酸素・窒素・炭素官能基 
の導入を行い、さらにそれを足がかりにする 
ことなどにより、フッ素官能基を導入する 
技術を確立し、多様な構造最適化法を開発 
することによって支援と高度化を行う。  

【運営体制】  
代表機関 
名市大 

分担機関 
名工大 

修飾体 

【連絡先】  

C-H結合 
活性化担当 

フッ素化担当 

名市大 
樋口恒彦（課題管理者）、052-836-3435、
higuchi@phar.nagoya-cu.ac.jp 
名工大 
柴田哲男、052-735-7543、nozshiba@ 
nitech.ac.jp 

【支援に供する技術】 

【高度化研究】 

C-H結合活性化 

フッ素化技術 

立体選択的 
CNOF基導入技術 

H24 H25 H26 H27 H28 
C-H結合活性化技術完成（支援に提供） 

フッ素化技術完成（支援に提供） 

CNOF基導入技術完成  可能性判断  

F基変換体 

不活性な部位 
への置換基導入 

クリック反応に 
よる多種の 
置換基導入 

ヘテロ環への 
フッ素基導入 
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